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見附市健幸づくり計画の素案に寄せられた意見と市の考え方 

 

令和６年２月５日から３月５日までの間、今回の素案「見附市健幸づくり計画」のパブリック・コメン

トを行い、３件のご意見が寄せられましたので、その内容とそれに対する市の考え方をお知らせします。 

番号 意見・質問・検討項目の内容 市の考え方・回答 

1 

 P24 の「学校給食における地元産農産物を使用す

る割合（重量割合）」の目標値（R11）は「40%以上」

となっているが、基準値（R4）の値は「43.3％」で

あるから、この目標設定では見附市の学校教育に

おいて地元産農産物の使用を減らしていくように

見える。 

 行政計画においては「ある状態を改善すること」

を目標として設定することが通例だと承知してお

り、目標値の方が現状より低いものは個人的には

おかしいと感じる。見附市としてはこの目標設定

で良いのか。 

「学校給食における地元産農産物を使用する

割合（重量割合）」については、前計画の基準値

（H24 年度）26.2％から R3 年度の間では 20～

30％台で推移しており、R4 年度が突出して

43.3％という数値でありました。これは R3・R4

年度から生産者と学校給食センター間の供給

体制を見直したことに加え、天候不順による影

響が少なかったことが要因と考えます。 

今までの推移を踏まえるとともに、見附市総

合戦略においても目標値を 40％としており、

上位計画と整合性を持たせることからも、目標

値を「40％以上」と設定しております。 

2 

 P31 の「自殺者（自殺率）の減少（10 万人当た

り）」の数値は、基準値・目標値とも「％」となっ

ているが、パーセントとは「百分率」であるから、

記号が誤っているのではないか。 

 ご指摘のとおり記号が誤っておりました。

「％」は削除いたします。 

3 

 私は、脊髄小脳変性症という病気で下肢障害２

級で両手で何かにつかまらないと立っていること

ができません。そして一人暮らしなので介助者は

いません。そこで市の健康診査でも身長・体重とか

測れないし、レントゲンの車に乗ることも無理だ

と思うのですが？広報みつけ２月号にも障がい者

差別解消法とか出ていたので、まず市の事業から

考えていただけませんか？ふぁみりあとか公民館

等が土足では入れない等、避難所になる場所でも

障がいがある人にとっては、すごくバリアになっ

ている事があるのです。あと、P30、31 の一人暮ら

しの孤独について、特に男性は居場所がなく、孤食

とかの改善のために「こども食堂」みたいな「しゃ

べりば的なカフェ」など交流できる場を企画でき

ませんか？ 

 計画内容の変更はしませんが、いただいたご

意見は、今後の事業の参考にさせていただきま

す。 

 


